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論 文 内 容 の 要 旨 
 アンサンブル量子計算機の量子性及び計算能力について評価、報告を行うものである。まず、エンタングルメント
検出に関して、新しい写像である占有数減衰写像を導入し、その n 回のテンソル積が n 量子ビット－n 体のエンタン
グルメントの検出に利用できることを示す。また、この写像に関連して Laskowski-Zukowski 定理の拡張定理を示す。
これは、密度行列のある非対角要素の絶対値から n 量子ビット－n 体のエンタングルメントを検出する簡便な方法で
















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 平成 19 年２月 13 日、審査委員会を開き、全員出席のもとに、齋藤暁君に博士論文の内容について説明を行わせ、
それを中心に一般的な問題についても質疑・討論及び口頭試問を行った結果、最終試験に合格と判定した。 
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